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有床診に対する国民の認知度を

　　　　　高めることJを目指して

　
日
医
及
び
全
国
有
床
診
療

所
連
絡
協
議
会
共
催
の
「
有

禾
診
療
所
の
日
」
記
念
講
演

会
が
十
二
月
四
日
、
約
三
百

ご
〒
名
の
参
加
者
を
集
め

て
、
日
医
会
館
大
講
堂
で
開

催
さ
れ
た
。

　
本
講
演
会
は
、
有
床
診
療

所
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
小
石

川
養
生
活
が
享
保
七
年
（
一

七
二
二
年
）
十
二
月
四
日
に

開
設
さ
れ
た
こ
と
に
因
ん

で
、
全
国
有
限
診
療
所
連
絡

協
議
会
が
そ
の
日
を
「
有
床

診
療
所
の
日
」
と
定
め
た
こ

と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
冒
頭
あ
い

さ
つ
し
た
剔

中
腰
征
会
長

は
、
有
床
診

療
所
が
果
た

す
役
割
の
重

要
性
を
強
調

す
る
と
と
も

に
、
参
加
者

に
対
し
て

は
、
［
今
回

の
講
演
会
を

居
じ
て
、
ぜ

ひ
日
本
の
文

化
と
も
言
え

る
有
床
診
療
所
の
機
能
、
役

割
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
葉
梨
之
紀
全
国

有
床
診
療
所
協
議
会
長
官

医
常
任
理
事
）
の
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
た
後
言
一
題
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
史
学
会

理
事
長
は
、
小
石
川
養
生
所

が
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

や
当
時
の
養
生
所
の
様
子

べ
「
徳
川
実
記
」
等
の
文

献
を
基
に
解
説
。
有
床
診
療

所
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性

は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
と

し
て
、
今
後
も
そ
の
機
能
を

維
持
・
拡
大
さ
せ
る
べ
き
だ

と
主
張
し
た
。

　
横
倉
義
武
副
会
長
は
、
有

床
診
療
所
に
は
、
今
後
の
超

高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
当
た

っ
て
、
看
取
り
や
単
独
で
暮

ら
す
高
齢
者
の
健
康
管
理
等

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
二

十
年
間
で
施
設
数
が
半
減
し

て
い
る
現
状
を
説
明
。
減
少

に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
に

も
、
診
療
報
酬
上
で
の
吏
な

る
評
価
や
運
営
ｈ
の
不
合
理

の
是
正
が
求
め
ら
れ
る
と
し

た
。

　
森
田
潔
森
田
医
院
長
（
宮

城
県
気
仙
沼
市
）
は
、
映
像

を
交
え
な
が
穴
東
日
本
大

震
災
の
被
害
状
況
を
説
明
。

自
身
も
津
波
の
被
害
に
漕
い

な
が
ら
も
、
空
き
病
床
を
避
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「
日
曜
日
」

　
子
ど
も
の
頃
、
一

題
に
出
会
っ
た
。

つ
の
問
　
で
、
い
ず
れ
も
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
昭
和
二
、
二
十
年
代
ご
ろ
の

　
［
□
曜
日
］
の
よ
う
に
、

漢
字
三
文
字
か
ら
な
る
熟
語

で
、
第
一
字
と
第
三
字
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
人
気
番
組

　
や
っ
と
出
会
っ
た
の
が
、

十
七
代
中
村
勘
三
郎
が
、
当

時
の
勘
九
郎
と
踊
っ
た
「
連

獅
子
」
を
見
た
時
で
、
孚

獅
子
」
の
三
文
字
を
得
た
。

「
話
の
宋
」
に
出
題
さ
れ
た
　
新
聞
の
化
粧
史
の
記
事
で

の
だ
と
い
う
。

M
W
j
a
i
l
!
白
煮
濡 月

ず
っ
と
探
し
続
け
て
い
て

こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

　
な
お
、
入
一
人
」
や
、
「
杯

一
杯
」
は
、
副
詞
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
持
つ
の
で
、
あ
え

て
外
し
た
。
「
石
灰
石
≒
［
筒

井
筒
］
は
同
じ
読
み
の
音
便

一-l

難
所
と
し
て
活
用
し
な
が
ら

被
災
者
の
支
援
に
当
た
っ
た

こ
と
な
ど
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
大
規
模
災
害

に
向
け
て
必
要
な
こ
と
と
し

て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
対
応
が
出
来
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の
防
災
対
策
を
ゼ
ロ

か
ら
見
直
す
こ
と
を
挙
げ
た
。

　
そ
の
後
は
、
梅
村
聡
参
議

院
議
員
、
渡
辺
俊
介
東
京
女

子
医
科
大
学
客
員
教
授
を
交

え
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
た
。
梅
村
議
員
ベ
有

床
診
療
所
の
機
能

を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
国
民

に
そ
の
役
割
の
重

要
性
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事

に
な
る
と
し
、
そ

れ
を
支
援
し
て
い

く
意
向
を
表
明
。

一
方
、
渡
辺
教
授

は
、
病
院
完
結
型

か
ら
地
域
完
結
型
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1実に関する報告で、身体の不自由

l理解､障害に関する世屏的な状況、

･。援助やサポート、効果的な環境、

･て具体的な手段を提言Ｌている。

て
い
く
中
で
、
有
限
診
療
所

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
し
た
上
で
、
地
域
で

そ
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
も
、
今
回
の
「
有
床

診
療
所
の
日
」
の
制
定
は
大

変
意
義
が
あ
る
と
し
た
。

　
報
復
に
、
葉
梨
全
国
有
床

診
療
所
協
議
会
長
が
、
有
床

診
療
所
に
対
す
る
吏
な
る
支

援
を
求
め
る
総
括
を
行
い
、

講
演
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
今
回
の
講
演
会
に

は
、
日
米
か
ら
は
今
村
定
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的な発屡や入閣の福祉にま3いて必

碗を目標に、各国か現在の保障シ

している。現在の位置、保健のた

ためのさらなる保健、行動計画の

一一一一一一一一一一一一一一一一
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臣
・
藤
川
謙
二
・
鈴
木
邦
彦

各
常
任
理
事
が
出
席
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
講
演
会

に
先
立
っ
て
、
全
国
有
床
診

療
所
連
絡
協
議
会
及
び
日
本

医
史
学
会
が
「
有
床
診
療
所

の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
て

作
製
し
た
小
石
出
養
生
所
の

案
内
板
の
除
幕
式
が
、
横
倉

副
会
長
、
葉
梨
全
国
有
限
診

lii 日医白クマ通信一配信申し込sのご案内一
一 一

　｢日医自クマ通信｣では、日医定例記者会見の内容や全国の医師会活動、

デイリー＝ュースなどを、ｊ－ルマガジン形式で配信しております｡この機会

にぜひお申し込み下さい。

－
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則tfm）
もに、後天性の障害の要因でもあ

佩害の治療法をまとめている。脳

くも膜下出血・特発性脳内出血な

涸療法による予防、小児の虚血性

経口避妊薬・ホルモン療法、中枢
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－
Ｉ

日医ホームページ(http://www.med.０(.ip/)のメンJI一ZIしームひへ

匡]からご登飴下さい。ログインし、
ｌ

旅
所
連
絡
協
議
会
長
出
席
の

下
、
小
石
川
養
生
所
の
跡
地

で
あ
る
小
石
川
植
物
園
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
案
内
板
は
、
こ
れ

ま
で
の
案
内
板
に
、
よ
り
詳

細
な
説
明
を
加
え
た
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
小
石
川
養
生

所
で
使
わ
れ
て
い
た
井
戸
の

脇
に
設
置
さ
れ
た
。
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　ログインの際には､ユーザ|口とパスワードが必

要ですCすぺての日医会員のアカ(りントが登錘さ

れています)。

　ユーザID:会員ID〔日医刊行物送付番号の〕

10柘の数字です｡郵孤用封筒の宛名シール下剖
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目されている保健Iこの課題である。

}深い地域保健従事者や教師、研究

!の両面から小児肥満の予防につい

ヽ児肥満予防の課題、小児肥満に関

'ローチ、干渉の全4章35項目から

lj印一され'rいます｡ユーザ|○とパスワードかこ小咄の●合壁､ａ医広報･

悄魏謂(wwwlnio＠po.med.ar.j口)にお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　憲実際の申し込ゐに�しましては､ホームページをご●照下さい。
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ハだしております。どうぞご利用くだ

おりますので，あわせてご覧ください

ふ39,124495 E,Mail jmalib＠po.mcd.
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